
令和７年度 全国学力・学習状況調査結果

１ 調査の概要

２ 結果の概要
（教科別平均正答率）

1

 令和７年度 【全国平均以上（平均正答率）を達成した教科数】・・・ ３/６ （５０％）

 令和６年度 【全国平均以上（平均正答率）を達成した教科数】・・・ ３/４ （７５％）

※本市の結果のうち、黒字は全国を上回った教科、白字は下回った教科。
※全国の平均正答率のみ、小数第１位まで公表されている。
※県、全国いずれも数値は公立校の結果を示したもの。
※中学校理科については、各設問の正誤パターンの状況から学力を推定し、500を基準にした得点で換算。（IRTスコア）

（１）調査期日 令和７年４月１７日（木）
※中学校理科はMEXCBTを用いたオンライン方式により、４月１４日（月）～１７日（木）の指定された日に実施

（２）調査内容 児童生徒に対して、教科に関する調査と質問調査を実施。学校に対して、質問調査を実施。

小学校第6学年 中学校第３学年
国語 算数 理科 国語 数学 理科※IRT

R7

大分市 70 62 61 53 45 501
大分市（平均正答数） 9.7/14 9.9/16 10.3/17 7.5/14 6.8/15 2.8/6

県 69 60 60 53 45 501
県（平均正答数） 9.6/14 9.6/16 10.2/17 7.5/14 6.7/15 2.8/6

全国 66.8 58.0 57.1 54.3 48.3 503
全国（平均正答数） 9.4/14 9.3/16 9.7/17 7.6/14 7.2/15 2.9/6

R6
大分市 70 64 58 51

県 69 63 58 50

全国 67.7 63.4 58.1 52.5

大分市
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全国学力・学習状況調査（小学校 国語）

＜内容別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

内容 大分市 県 全国
言葉の特徴や使い方に関する事項 84.7 83.8 76.9
情報の扱い方に関する事項 65.5 63.4 63.1

我が国の言語文化に関する事項 84.1 82.9 81.2
話すこと・聞くこと 67.0 65.8 66.3

書くこと 71.0 70.6 69.5
読むこと 60.3 59.8 57.5

大分市 県 全国

正答率 70.0 69.0 66.8

正答数 9.7/14 9.6/14 9.4/14

【学習指導要領における領域・内容】第５・６学年 読むこと（１）ウ
【出題の趣旨】目的に応じて、文章と図表などを結び付けるなどして必

要な情報を見付けることができるかどうかをみる問題。
【誤答の傾向】・無解答の児童が11.1％

・言葉の変化について納得したことを【資料1】から言
葉や文を取り上げて書いているが、【資料2・3・4】
のいずれかから取り上げられていない児童が11.0%

大分市 県 全国

正答率 61.9 62.8 56.3

無解答率 11.1 10.9 16.2

【指導上の留意点】
• 複数の資料を結び付けて読むことについて、読む目的を明確にし

た上で、それぞれの資料がどのような関係にあるかを考えながら
読むことが大切である。

• 授業においては、目的に応じて資料にある語句や情報がどの部分
と結び付くのかを印をつけたり線でつないだりしながら、それぞ
れの関係を捉えて自分の表現に生かす学習活動を設定することが
重要である。

課題が見られる問題

（
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例
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全国学力・学習状況調査（小学校 算数）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

領域 大分市 県 全国
数と計算 65.0 63.3 62.3
図形 62.7 60.0 56.2
測定 59.0 55.8 54.8

変化と関係 60.2 57.2 57.5
データの活用 65.1 63.0 62.6

大分市 県 全国

正答率 62.0 60.0 58.0

正答数 9.9/16 9.6/16 9.3/16

課題が見られる問題

【学習指導要領における領域】 第５学年 Dデータの活用（１）イ（ア）
【出題の趣旨】目的に応じて適切なグラフを選択して出荷量の増減を判断

し、その理由を言葉や数を用いて記述できるかどうかをみ
る問題。

【誤答の傾向】

【指導上の留意点】

•目的に応じて条件に合った適切なグラフを選択することができ
ていない。

•選択した理由を、グラフから数値を読み取り、言葉や数値を用
いて記述することができていない。

• 「データの活用」の学習では、データの特徴や傾向を捉えさせるととも
に、問題を解決するために適切なデータを選択し、問題解決の方法を数
学的に筋道を立てて説明できるようにすることが大切である。

• 授業においては、グラフが表していること（表題）や実際の数値の読み
方等について指導するとともに、数値又は数値の変化から分かることを
ノート等に書かせたり、グループで自分の考えを説明させたりした後、
全体で共有し確認することが必要である。また、目的に応じて条件に
合ったグラフを選択できるよう、各グラフで「表していること」と「表
していないこと」に目を向けさせる学習も重要である。

大分市 県 全国

正答率 35.7 32.8 31.0
無解答率 0.6 0.6 0.9

（正答例）
• 【記号】 ア
• グラフ３を見ると、２０１３年の都道府県Aのブロッコリーの出荷量は約２万ｔ、
２０２３年の都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は約２．５万ｔで２０２３年の
方が多いです。だから、都道府県Ａのブロッコリーの出荷量は増えています。

大分市
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全国学力・学習状況調査（中学校 国語）

＜内容別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

内容 大分市 県 全国
言葉の特徴や使い方に関する事項 46.0 46.5 48.1
情報の扱い方に関する事項 ー ー ー

我が国の言語文化に関する事項 ー ー ー
話すこと・聞くこと 51.4 52.1 53.2

書くこと 53.3 52.7 52.8
読むこと 60.8 61.1 62.3

大分市 県 全国

正答率 53 53 54.3

正答数 7.5/14 7.5/14 7.6/14

【学習指導要領における領域・内容】第２学年 読むこと（１）エ
【出題の趣旨】文章の構成や展開について、根拠を明確にして考える

ことができるかどうかをみる問題。
【誤答の傾向】・無解答の生徒が36.9％

・文章の展開の効果について書くことはできているが、
理由を書く際、｢あとに続く話が、『一 榎木の実』に
はあるが、『二 釣の話』にはない」という展開を踏
まえて書くことができていない生徒が29.8% 大分市 県 全国

正答率 15.4 15.6 17.1

無解答率 36.9 33.7 28.1

【指導上の留意点】
• 文章全体の構成や展開について、なぜそのような構成にしたのか、

展開にはどのような効果があるのかを考えながら読むことが大切
である。

• 授業においては、複数の文章を比較しながら読む中で、文章の構
成や展開による表現の効果について考える学習活動を取り入れる
ことが重要である。

課題が見られる問題

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの

（
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例
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全国学力・学習状況調査（中学校 数学）

＜領域別平均正答率＞

調査結果

＜平均正答率・正答数＞

領域 大分市 県 全国
数と式 41.4 39.9 43.5
図形 42.5 42.0 46.5
関数 44.3 45.3 48.2

データの活用 55.8 55.6 58.6

大分市 県 全国

正答率 45 45 48.3

正答数 6.8/15 6.7/15 7.2/15

課題が見られる問題

【学習指導要領における領域】 第１学年 C 関数(1)比例、反比例
【出題の趣旨】問題解決の方法について、関数の特徴を根拠に説明

できるかどうかをみる問題。
【誤答の傾向】

【指導上の留意点】

•無解答の生徒が43.0％
•直線のグラフをかいて利用することのみを記述している
生徒が8.4％

• 関数の学習では、比例や反比例を用いて具体的な事象を捉えさせ
るとともに、問題解決の方法を数学的に説明できるようにするこ
とが大切である。

• 授業においては、問題解決の過程を振り返る場面において、見通
しをもつ場面で出された手段を取り上げ、解決方法を伝え合う場
面で出された生徒の発言を生かしながら、「用いるもの（表・式・グ
ラフ）」と「用い方」の両方を含んだ説明をノート等に書かせたり、
板書に位置付けたりすることが重要である。

※本市の結果のうち、白字は全国平均を下回ったもの

大分市 県 全国

正答率 33.0 33.7 38.0
無解答率 43.0 41.5 35.0

（正答例）
• 点Aから点Eをもとに、直線のグラフをかき、ｘ座標が60のときのｙ座標を読む。
• 対応するxとyの値をもとに、xとyの関係を比例の式で表し、その式にx=60を
代入し、yの値を求める。

• 表の数値を用いて比例定数を調べ、その比例定数でA駅からの走行距離が
60.0kmになるときの運賃を計算する。

大分市



質問調査結果から見える状況（１）

 「教科の勉強は好きですか」「教科の授業はよく分かりますか」の２つの質問について、小学校第５学年と中学校第２学年
はともに肯定的回答が増加している一方、小学校第６学年と中学校第３学年はともに下降している。

小学校（小６） 中学校（中３）

国語

算数

6

小学校（小５） 中学校（中２）

数学

国語

R7 大分市 県 全国

国語 63.0 64.2 58.3

算数 60.8 60.8 57.9

R7 大分市 県

国語 61.2 62.5

算数 62.2 63.9

R7 大分市 県

国語 59.0 60.0

数学 54.7 56.7

R7 大分市 県 全国

国語 60.2 61.0 57.9

数学 54.9 53.7 53.8

※大分県学力定着状況調査及び全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

※全国の数値はない ※全国の数値はない

（１）－１教科の勉強は好きですか （肯定的回答率）
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（１）－２教科の授業はよく分かりますか （肯定的回答率）
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R7 大分市 県 全国

国語 85.5 86.5 82.8

算数 81.5 81.3 78.3

R7 大分市 県

国語 93.0 93.2

算数 86.0 86.5

R7 大分市 県

国語 88.6 89.3

数学 79.1 79.9

R7 大分市 県 全国

国語 78.5 77.9 77.0

数学 69.8 66.7 70.3※全国の数値はない ※全国の数値はない

大分市



47.9 44.9 40.3 33.3 

64.7 60.6 58.3 55.8 小学校算数

質問調査結果から見える状況（２）

（２）自分には、よいところがあると思いますか

54.5 53.5 51.0 45.3 

 「自分には、よいところがあると思いますか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校８９．２％、中学校８９．０％であり、小中学
校いずれも全国平均を上回っている。

 クロス集計の結果では、自分にはよいところがあると思う割合が高いほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られる。

選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

小学校 ４８．２ ４１．０ ７．８ ３．０ ０

中学校 ４２．２ ４６．８ ８．６ ２．３ ０．１

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔自分にはよいところがある〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市 県 全国

小学校 ８９．２ ８８．３ ８６．９

中学校 ８９．０ ８７．０ ８６．２

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計

7

71.4 68.7 68.0 63.6 小学校国語 中学校国語

中学校数学

大分市



47.4 44.4 39.8 32.4 

63.8 60.9 57.2 52.3 
小学校算数

質問調査結果から見える状況（３）

（３）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか

 「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか」の質問に対し、肯定的回答率は、小学校９３．７％、中学校９３．５％で
あり、小中学校いずれも全国平均を上回っている。

 先生からよいところを認められていると感じている割合が高いほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られる。

 設問（２）「自分にはよいところがあると思う」、設問（３）「先生がよいところを認めてくれている」については、ともに昨年度より肯定的回
答率が増加している。

選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

小学校 ５８．２ ３５．５ ４．８ １．３ ０

中学校 ４８．７ ４４．８ ５．２ １．０ ０．３

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔先生はよいところを認めてくれている〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

大分市 県 全国

小学校 ９３．７ ９３．５ ９２．２

中学校 ９３．５ ９３．２ ９２．２

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計

8

54.2 53.5 49.3 42.7 
71.1 68.6 66.1 56.5 小学校国語

中学校数学

中学校国語

大分市



質問調査結果から見える状況（４）

（４）総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動
に取り組んでいますか

 「総合的な学習の時間では、自分で課題を立てて情報を集め整理して、調べたことを発表するなどの学習活動に取り組んでいますか」
の質問に対し、肯定的回答率は、小学校８０．７％、中学校７８．０％であり、小中学校いずれも全国平均をわずかに下回っている。

 クロス集計の結果では、総合的な学習の時間に主体的・意欲的に取り組んでいる割合が高いほど、各教科において平均正答率が高
い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔総合的な学習の時間の取組〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計

9

選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまる

どちらかといえば、
当てはまらない

当てはまらない

小学校 ３４．８ ４５．９ １６．１ ３．１ ０．１

中学校 ２８．４ ４９．６ １７．９ ３．４ ０．６

大分市 県 全国

小学校 ８０．７ ８１．５ ８２．３

中学校 ７８．０ ７８．７ ７９．５

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計

71.9 69.5 66.7 66.4 

小学校国語

65.9 61.6 57.3 57.1 小学校算数

56.6 54.1 49.4 40.3 

中学校国語

52.3 45.8 
37.1 

28.0 

中学校数学

大分市



質問調査結果から見える状況（５）

（５）前学年（小５・中１～２年）までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度

使用しましたか

 「前学年（小５・中１～２年）までに受けた授業で、PC・タブレットなどのICT機器を、どの程度使用しましたか」の質問に対し、肯定的回答
率は、小学校４０．６％、中学校６５．３％であり、小学校は全国平均を下回っているものの、中学校は１２ポイントあまり上回っている。

 クロス集計の結果では、１日に１回は使うなどＩＣＴ機器の使用頻度が高いほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔ＩＣＴ機器の活用〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計
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選択肢

１ ２ ３ ４ ５ ６
その他

（無回答等）ほぼ毎日
（1日に複数の授業で）

ほぼ毎日
（1日に1回くらいの授業で）

週３回以上 週１回以上 月１回以上 月１回未満

小学校 １９．９ ２０．７ ２７．２ ２０．９ ８．１ ３．１ ０．１

中学校 ３９．６ ２５．７ １７．４ １１．６ ３．５ １．９ ０．３

大分市 県 全国

小学校 ４０．６ ４４．３ ４６．７

中学校 ６５．３ ６０．８ ５３．２

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計

70.1 70.4 70.2 70.0 67.6 65.1 小学校国語

62.1 63.3 63.1 62.7 58.4 56.1 小学校算数

54.9 55.3 51.7 50.0 49.8 45.5 
中学校国語

47.6 47.5 43.9 39.4 40.6 34.8 
中学校数学

大分市



質問調査結果から見える状況（６）

（６）あなたは自分がPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成す
ることができると思いますか

 「あなたはPC・タブレットなどのICT機器を使って学校のプレゼンテーション（発表のスライド）を作成することができると思いますか」の質
問に対し、肯定的回答率は、小学校６８．９％、中学校６９．１％であり、小中学校いずれも全国平均を下回っている。

 クロス集計の結果では、ＩＣＴ機器を使ってのプレゼンテーション作成に対する自信の割合が高いほど、各教科において平均正答率が
高い傾向が見られる。

※全国学力・学習状況調査 児童生徒質問調査による

■児童生徒質問〔ＩＣＴ機器を使ってのプレゼンテーション〕の回答状況と教科の正答率のクロス集計
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選択肢

１ ２ ３ ４

その他（無回答等）とても
そう思う

そう思う
あまり

そう思わない
そう思わない

小学校 ３０．２ ３８．７ ２４．９ ６．１ ０

中学校 ２８．５ ４０．６ ２４．２ ５．３ １．５

大分市 県 全国

小学校 ６８．９ ６９．５ ７６．７

中学校 ６９．１ ７１．１ ７６．６

■肯定的回答率
※選択肢１と２の合計

74.7 70.6 64.9 60.1 
小学校国語

68.7 62.8 56.1 52.2 
小学校算数

56.4 55.3 49.6 43.6 
中学校国語

50.3 48.0 
38.7 34.0 

中学校数学

大分市



質問調査結果から見える状況（７）

 「調査対象学年の児童生徒に対して、総合的な学習の時間において、課題の設定からまとめ・表現に至る探究の過程を意識した指導
をしていますか」の質問に対し、「よくしている」とする回答は、小学校２５．０％、中学校３２．１％となっており、全国平均を小学校は１
１．９ポイント、中学校は７．１ポイント下回っている。

 総合的な学習の時間に主体的・意欲的に取り組んでいる児童生徒ほど、各教科において平均正答率が高い傾向が見られることか
ら、総合的な学習の時間の充実に向けた取組が必要である。

※全国学力・学習状況調査 学校質問調査による
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大分市

◆小学校

◆中学校



質問調査結果から見える状況（８）

 「調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、学習指導において、児童生徒一人一人に応じて、学習課題や活動を工夫しまし
たか」の質問に対し、「よく行った」とする回答は小中学校共に１７．９％となっており、全国平均を小学校は１０．２ポイント、中学校は
５．７ポイント下回っている。

 児童生徒一人一人に応じた学習課題や活動を設定、工夫する上においては、まずは授業者が児童生徒一人一人の学びの経過やつ
まずきを把握することが重要である。

※全国学力・学習状況調査 学校質問調査による
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大分市

◆小学校

◆中学校
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今後の取組について 大分市


